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バッハの無伴奏作品の編曲／鍵盤化（２）
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Versuch einer Transkription von “Soli senza Basso”




































触れることの少ない Wohltemperiertes Clavier２. Cis-Dur Praeludiumへの初稿 C-Durを掲げる。プ
レリュード前半は和声の輪郭のみ，後半フガート部分では僅かながらも半音階の動きが書き足さ
れている。プレリュードの冒頭にはあきらかに，これがバッハのものであるという音楽的署名が
見られる。C B A H
５５バッハの無伴奏作品の編曲／鍵盤化（２）









































＊バッハの Vivaldiからの編曲，BWV９７７の Gigaと BWV９８０の Allegroも節約的に書かれつつも
一種の無窮動であり，かつ大きなトッカータを現出させる方法を我々に知らせる。
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